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 ⑴ 1363 2  xfxyf yx ，  

 ⑵ 312  xyxx fxf ，  より 3111211  )，(，)，( xyxx ff  

 ⑶ yΔxyxΔyxzΔxyzyxz yx 633633 2222  )(より， ≒  

 ⑷ 53  vuyvyuy zzvzuzz  
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 ⑴ 0262  yxf x  かつ 010206  yxf y となるのは 

013  yx  ……○ア   かつ 

05103  yx  ……○イ   ○アより 0393  yx  ……○ア′  ○イ＋○ア′で 

02 y  よって 2y  

○アより 5x   よって答は(5，2) 

 ⑵ 2062  yyxyxx fff ，， より 04620225H 2
＞)()，(  より f は(－5，－1)で 

極値 52010401062525 )，(f をとる。 

0225 ＞)，( xxf よりこれは極小値。 
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 ⑴ 2 xyz より 2 yzx ， 

より)( 33 22   xyyxz y  
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 ⑵ )，( yxfz  とおく。 

 (ⅰ) 0302 2  yfxf yx ， となるのは )，()，( 00yx のとき。 

000200H602 2  )，(より，， yfff yyxyxx  

0x のとき 3yz  なので z は y の増加につれ(0，0)において正から負に変化する。 

よって f は(0，0)で極値をとらない。 

 (ⅱ) 0202  yfxf yx ， となるのは )，()，( 00yx のとき。 

0200H202 2
＞)()，(より，，  yyxyxx fff なので fは(0，0)で極値 f 000 )，( をとる。 

0200 ＜)，( xxf よりこれは極大値である。 

 (ⅲ) 0402 3  yfxf yx ， となるのは )，()，( 00yx のとき。 

000200H1202 22  )，(より，， yfff yyxyxx  

0x のとき 4yz  より f は(0，0)で極大となっているが， 0y のとき 2xz  より 

f は(0，0)で極小となっているので f は(0，0)で極値をとらない。 

 (ⅳ) 0204 3  yfxf yx ， となるのは )，()，( 00yx のとき。 

002000H2012 22  )，(より，， yyxyxx ffxf  

)，( yxfz  は(x，y) (0，0)のとき 0＞z ， )，()，( 00yx のとき 0z なので f は(0，0)で極小

値 0 をとる。 
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 ⑴ yffxfyxfyxf yyxyxxyx 61633 22  ，，，，  
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 ⑶ f が極値をとる可能性があるのは⑵の 2 点のみである。 
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 ⑵ 1x のとき 1222  )(xxy  よって 1y  

 (ⅰ) )，()，( 11yx  では 211111  )，(，)，( yx FF  

よって 01211  )())(( yx  

0221  yx  つまり 012  yx が接線 

一方 0112  )())(( yx  

つまり 032  yx が法線 

 (ⅱ) )，()，( 11 yx  では 211111  )，(，)，( yx FF  
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 ⑴ 0610  yxf x  

0106  yxf y となるのは )，()，( 00yx のとき 

10610  yyxyxx fff ，，  より 06461000H 22
＞)()，(  であり 

極値 400 )，(f をとる。 01000 ＞)，( xxf より極小値である。 
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(条件 122  yx をもつ(x，y)で f が最大値と最小値をもつことは既知とする。) 

 

 ⑶ ⑴⑵より最大値は 4z ，最小値は 4z  

 


